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【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 電 極 、 第 ２ 電 極 お よ び 前 記 第 １ 電 極 と 前 記 第 ２ 電 極 と の 間 に 挟 ま れ 、 膜 厚 方 向 に 分
極 ベ ク ト ル を 持 ち 、 前 記 第 １ 電 極 と 前 記 第 ２ 電 極 と を 介 し て 所 定 値 以 上 の 電 圧 が 加 え ら れ
る と 前 記 分 極 ベ ク ト ル が 反 転 さ せ ら れ る 圧 電 体 薄 膜 か ら な る 圧 電 体 薄 膜 素 子 と 、
前 記 分 極 ベ ク ト ル を 反 転 さ せ る 電 圧 を 供 給 す る 電 源 回 路 と を 備 え 、
前 記 圧 電 体 薄 膜 は 、 前 記 分 極 ベ ク ト ル の 方 向 に よ り 異 な る 格 子 定 数 を 有 し 、 前 記 圧 電 体 薄
膜 素 子 は 前 記 電 圧 が 印 加 さ れ な く な っ た 状 態 で も 前 記 分 極 ベ ク ト ル の 方 向 に 対 応 し た 異 な
っ た 変 位 位 置 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 圧 電 体 薄 膜 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 圧 電 体 薄 膜 素 子 が 、 異 な っ た 前 記 変 位 位 置 の い ず れ か を 中 心 に 、 分 極 ベ ク ト ル が 反
転 し な い 範 囲 の 電 圧 で 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 記 載 の 圧 電 体 薄 膜 装 置 。項 １ に
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